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商
工
中
金
東
大
阪
支
店

（
矢
沢
文
浩
支
店
長
）
が

主
催
す
る
東
大
阪
緑
友
会

（
西
村
一
郎
会
長
）
の
理

事
会
お
よ
び
総
会
が
７
月

７
日
に
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー

ル
ト
ン
大
阪
（
大
阪
市
北

区
梅
田
２
）で
開
か
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
意
志
あ
れ

ば
道
あ
り
～
柔
道
か
ら
学

ん
だ
こ
と
、
伝
え
た
い
こ

と
」
と
題
し
て
講
演
会
が

開
か
れ
た
。
講
師
は
テ
レ

ビ
で
お
な
じ
み
の
筑
波
大

学
大
学
院
人

間
総
合
科
学

研
究
科
准
教

授
の
山
口
香

さ
ん
（
51
）。

　
「
柔
道
は

ス
ル
メ
の
よ

う
な
も
の
。

噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
わ
い

深
い
。
苦
し
い
練
習
を
乗

り
越
え
て
得
た
喜
び
は
何

物
に
も
代
え
ら
れ
な
い
」

と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
り
、

約
１
０
０
人
の
参
加
者
は

う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て

い
た
。

　

最
後
に
「
リ
ー
ダ
ー
は

皆
と
夢
を
共
有
で
き
て
い

る
か
を
自
ら
に
問
い
続
け

る
こ
と
が
大
切
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
は
、

野
田
義
和
東
大
阪
市
長
、

梅
田
晃
士
郎
商
工
中
金
常

務
執
行
役
員
が
挨
拶
し
た

後
、
乾
杯
と
な
っ
た
。

　

約
１
時
間
、
参
加
者
同

士
名
刺
交
換
な
ど
行
い
な

が
ら
和
や
か
に
懇
親
を
深

め
て
い
た
。

　

昨
年
12
月
に
50

社
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
今
年
１
月
末

の
書
類
審
査
で
10

社
が
２
月
末
の
最

終
審
査
を
経
て
３

社
が
今
大
会
に
臨

ん
だ
。

　

会
場
か
ら
の
投

票
に
よ
り
株
式
会

社
コ
シ
ャ
カ
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｌ
Ｄ
（
大
阪
府

狭
山
市
池
之
原
１

丁
目
８
９
１
、
代

表
小
坂
勇
一
氏
）

が
来
年
１
月
22
日

の
第
２
回
全
国
決

勝
大
会
の
出
場
権

を
得
た
。

（
石
河
亮
平
）

　

こ
の
度
設
立
さ
れ
た
グ

ラ
ン
ド
グ
リ
ー
ン
の
地

は
、
勝
井
さ
ん
の
生
ま
れ

故
郷
だ
。
自
然
豊
か
な
宇

陀
市
室
生
で
障
害
者
が
の

ん
び
り
と
農
業
に
従
事
し

な
が
ら
自
立
し
た
生
活
が

で
き
れ
ば
と
の
思
い
か
ら

設
立
に
踏
み
切
っ
た
。

　

古
民
家
を
改
装
し
、
心

地
よ
く
作
業
で
き
る
場
を

整
え
た
。
当
初
は
菌
床
し

い
た
け
お
よ
び
菌
床
き
く

ら
げ
栽
培
、
稲
作
、
野
菜

作
り
を
中
心
に
行
っ
て
い

く
予
定
だ
。

　

勝
井
さ
ん
は
「
厚
生
労

働
省
な
ら
び
に
農
林
水
産

省
が
掲
げ
る
障
害
者
福
祉

と
農
業
分
野
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
グ
リ
ー
ン
設

立
総
会
の
３
日
後
、
５
月

28
日
に
は
社
会
福
祉
法
人

ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
後
援

会
総
会
が 「
障
害
福
祉
さ

ぽ
ー
と
ラ
イ
フ
グ
リ
ー
ン
」

（
東
大
阪
市
川
田
４
―
４
―

８
）
で
開
か
れ
、
約
１
３

０
人
が
参
加
し
た
。

　

後
援
会
会
長
の
西
野
あ

き
ら
元
衆
議
院
議
員
の
挨

拶
で
会
が
始
ま
っ
た
。
来

賓
に
西
野
こ
う
い
ち
元
衆

議
院
議
員
が
駆
け
付
け
、

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

理
事
長
挨
拶
で
、
勝
井

さ
ん
は
「
若
い
世
代
が

育
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
は
永
遠

に
不
滅
で
す
」

と
力
強
く
語
っ

た
。

東
大
阪
市

議
会
議
員 

３
期
目
の
意
気
込
み

平
成
28
年
度
た
る
も
と
丞
史
懇
親
会

大
阪
地
区
決
勝
大
会

西
郷
隆
盛
の
ひ
孫

西
郷
隆
夫
さ
ん
を
招
き
講
演
会
開
く

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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株
主
総
会
の
景
色
が
変
わ
っ
た
。
昔
は

ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
、
今
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
。
ラ

フ
な
服
装
か
ら
察
す
る
と
定
年
退
職
者
や

年
金
生
活
者
だ
。
個
人
株
主
が
５
０
０
０

万
人
を
超
え
た
と
い
う
。
目
減
り
す
る
年

金
を
嘆
き
、
０
・
01
％
の
定
期
預
金
利
息

に
た
め
息
を
つ
く
高
齢
者
が
配
当
利
回
り

（
２
・
38
％
、
６
月
24
日
東
証
一
部
の
予
想
配
当
利

回
り
、
加
重
平
均
）
に
惹
か
れ
る
。
高
い
業
績
に

期
待
を
寄
せ
る
個
人

株
主
が
じ
か
に
確
認

で
き
る
の
が
質
問
時

間
だ
。

　

元
社
員
の
質
問
は
社
内
事
情
に
精
通
し
て
い
る

だ
け
に
響
い
て
く
る
。「
売
上
目
標
を
示
さ
ず
営

業
利
益
額
だ
け
発
表
す
る
の
は
な
ぜ
か
」と
質
す
。

「
い
つ
ま
で
会
長
職
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と
73

歳
の
ト
ッ
プ
を
名
指
し
、
改
選
役
員
の
高
齢
化
に

「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
つ
い
て
い
け
る
の
か
」
と
指

摘
す
る
。「
フ
ァ
ン
ド
や
銀
行
出
身
者
は
己
の
こ

と
だ
け
し
か
考
え
て
い
な
い
」
と
断
じ
る
。

　

他
方
、
創
業
者
が
予
言
し
て
い
た
水
素
社
会
を

目
前
に
す
る
Ｉ
社
は
違
う
。
ひ
な
壇
も
な
く
全
役

員
は
株
主
と
同
じ
高
さ
で
着
席
し
、
担
当
役
員
の

応
答
は
懇
切
丁
寧
で
あ
る
。
目
線
の
高
い
他
社
と

異
な
り
腰
の
低
さ
に
企
業
価
値
を
感
じ
た
。

　

決
議
事
項
の
議
決
権
は
な
き
に
等
し
い
個
人
株

主
だ
が
一
株
主
と
の
対
話
は
重
要
だ
。

　
「
社
長
は
社
員
に
夢
を
持
て
と
い
う
。
先
も
長

く
な
い
私
に
も
夢
が
あ
る
。
配
当
だ
け
が
楽
し
み

だ
」
と
。
こ
の
発
言
に
同
感
だ
と
大
き
な
拍
手
が

起
こ
っ
た
。

　

退
職
し
た
団
塊
世

代
が
旧
交
を
新
た
に

す
る
場
で
も
あ
る
。組
織
内
で
の
空
気
や
手
続
き
、

人
間
関
係
な
ど
を
知
っ
て
い
る
愛
社
心
の
強
い
先

人
だ
か
ら
、
ひ
な
壇
の
役
員
諸
氏
に
は
怖
い
存
在

だ
。

　

一
方
、
金
融
機
関
や
フ
ァ
ン
ド
か
ら
送
り
込
ま

れ
た
落
下
傘
経
営
者
に
は
冷
酷
な
発
言
が
待
っ
て

い
る
こ
と
も
厳
然
た
る
事
実
だ
。

　
「
も
の
言
う
個
人
株
主
」
に
謙
虚
な
姿
勢
で
素

直
に
向
き
合
う
会
社
は
伸
び
る
に
違
い
な
い
と
感

じ
た
総
会
巡
り
だ
っ
た
。

個
人
株
主
に
も
夢
が
あ
る

晴耕雨読
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特定非営利活動法人グランドグリーン

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

　

農
業
で
障
害
者
が
自
立
で
き
れ

ば
と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
た
特
定

非
営
利
活
動
法
人
グ
ラ
ン
ド
グ

リ
ー
ン
が
奈
良
県
宇
陀
市
室
生
上

笠
間
１
０
７
２
―
１
に
設
立
さ
れ

た
。

　

５
月
25
日
に
設
立
総
会
が
開
か

れ
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

設
立
発
起
人
の
勝
井
忠

夫
さ
ん
（
76
）
は
社
会
福

祉
法
人
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン

（
東
大
阪
市
荒
本
西
３
―

２
―
８
）
の
理
事
長
で
も

あ
る
。
東
大
阪
で
20
年
以

上
に
わ
た
り
障
害
者
が
自

立
で
き
る
た
め
の
活
動
を

し
て
き
た
勝
井
さ
ん
は
、

　

日
本
石
材
セ
ン
タ
ー
株

式
会
社（
藤
井
雅
文
社
長
）

は
、
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
西

郷
隆
夫
さ
ん
（
51
）
を
招

き
、
６
月
21
日
に
本
社
ビ

ル
３
階
大
会
議
室
（
東

大
阪
市
新
家
３
―
11
―

30
）で
講
演
会
を
開
い
た
。

テ
ー
マ
は
「
郷
中
教
育
と

西
郷
家
秘
話
」。

　

創
業
者
で
名
誉
会
長
の

明
石
恒
重
さ
ん
（
84
）
は

西
郷
隆
盛
を
私
淑
。「
敬

天
愛
人
」
を
社
是
と
し
て

創
業
し
、
会
社
経
営
を

行
っ
て
き
た
。

　

今
年
３
月
に
は
、
念
願

だ
っ
た
西
郷
隆
盛
の
墓
参

を
せ
つ
子
夫
人
と
行
っ

た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
こ
の
度
講
演
会
を

開
く
こ
と
に
。

　

講
演
の
な
か
で
、
西
郷

さ
ん
は
「
西
郷
（
隆
盛
）

さ
ん
は
、
朝
目
覚
め
て
す

ぐ
、
正
座
し
て
先
ほ
ど
ま

で
見
て
い
た
夢
を
思
い
返

「
障
害
福
祉
さ
ぽ
ー
と
ラ

イ
フ
グ
リ
ー
ン
」「
障
害

就
労
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ス
グ

リ
ー
ン
」
に
続
い
て
今
年

４
月
に
関
西
初
の
「
障
害

者
・
高
齢
者
複
合
施
設
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
」
を
設
立

し
た
。
こ
れ
は
「
親
な
き

あ
と
も
障
害
者
が
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
」
と
い

う
勝
井
さ
ん
の
思
い
が
実

現
し
た
も
の
だ
。

奈
良
県
宇
陀
市
室
生
上
笠
間
に　

建
設
職
人
た
ち
が
建
設

業
か
ら
日
本
を
元
気
に
す

る
と
立
ち
上
が
っ
た
。
一

般
社
団
法
人
建
設
職
人
甲

子
園
（
東
京
都
品
川
区
西

五
反
田
７
―
12
―
６
）
の

大
阪
地
区
事
務
局
（
豊
中

市
服
部
元
町
２
―
13
―

16
）
主
催
、
兵
庫
県
後
援

に
よ
る
「
第
２
回
建
設
職

人
甲
子
園
大
阪
地
区
決
勝

大
会
」
が
６
月
19
日
、
西

宮
勤
労
会
館
（
西
宮
市
松

原
町
２
―
37
）
に
お
い
て

16
時
～
19
時
開
催
さ
れ

た
。

　
「
平
成
28
年
度
た
る
も

と
丞
史
懇
親
会
」
が
７
月

３
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ

テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王

寺
区
上
本
町
６
）
で
開
か

れ
、
支
援
者
ら
約
６
０
０

人
が
集
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
宗
清
皇
一

衆
議
院
議
員
、
田
中
誠
太

八
尾
市
長
ら
が
参
加
し
、

た
る
も
と
丞
史
東
大
阪
市

議
会
議
員
（
48
）
を
激
励

し
た
。

　

た
る
も
と
さ
ん
は
お
礼

の
挨
拶
の
中
で
「
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

予
算
、
東
大
阪
市
役
所
旭

町
庁
舎
建
て
替
え
等
、
市

民
の
目
線
で
し
っ
か
り
審

議
し
て
い
き
た
い
」
と
東

大
阪
市
議
会
議
員
３
期
目

の
意
気
込
み
を
見
せ
て
い

た
。

　

18
歳
選
挙
権
初
の
選
挙
と
な
っ
た
参
院
選
。

７
月
10
日
に
投
開
票
さ
れ
た
。大
阪
選
挙
区（
改

選
数
４
）
で
は
、
自
民
新
人
の
松
川
る
い
氏

（
45
）、お
お
さ
か
維
新
新
人
の
浅
田
均
氏（
65
）、

公
明
現
職
の
石
川
博
崇
氏
（
42
）、
お
お
さ
か

維
新
新
人
の
高
木
佳
保
里
氏
（
43
）
の
４
人
が

当
選
を
果
た
し
た
。

し
て
い
ま
し
た
。
夢
を
観

察
す
る
こ
と
で
、
今
の
自

分
の
状
態
、
こ
れ
か
ら
す

べ
き
こ
と
が
分
か
る
の
で

す
」
と
知
ら
れ
ざ
る
西
郷

隆
盛
の
姿
を
語
り
、
約
80

人
の
参
加
者
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

山口香さ　
　んを迎え講演会開く
東大阪緑友会

お礼の挨拶を述べる
たるもと丞史東大阪市議

参
院
選
2016

は
い
は
い
メ
ソ
ッ
ド
・
水
素
療
法

（
日
本
水
素
療
法
協
会
会
長
）

代
表
取
締
役

森

井

隆

喜

〒
578―

0941　

東
大
阪
市
岩
田
町
３―

７―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
06
）
６
７
２
２―

５
２
２
５

（
近
鉄
奈
良
線
・
岩
江
岩
田
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

株
式
会
社 

ニ
ュ
ー
ア
シ
ス
ト

企
業
労
務
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
　

菅
田  

徹
也

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
２

上
西
会
計
事
務
所

税
理
士
　

上
西　

知

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
１

商
工
中
金
東
大
阪
支
店

〒
577―

0013　

東
大
阪
市
長
田
中
２
丁
目
１
番
32
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
４
６―

１
２
２
１

支
店
長 

矢
沢
文
浩

１２月２３日
(天皇誕生日)

日本料理 天山　　TEL（072）991-6677 ㈹

カフェプリズム　TEL（072）997-6666

本
社
工
場　

大
阪
府
八
尾
市
西
弓
削
３
丁
目
70
番
地

〒
581―

0035　

TEL
０
７
２―

９
４
９―

１
１
４
７　

FAX
０
７
２―

９
４
９―

１
０
４
７

http://w
w
w
.kisu-sp.com

/  E-m
ail info@

kisu-sp.com

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク

　
　
　

 

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年７月１５日（金）

田邊砂智子さ　
　ん出演

ハワイアン・フラフェスティバル開催
7月31日

近
鉄
百
貨
店

上
本
町
店
主
催

フ
ラ
ク
イ
ー
ン
凱
旋
の
舞
い

昨
年
の
フ
ラ
ク
イ
ー
ン
・
田
邊
砂
智
子
さ
ん

　

血
は
涙
と
同
じ
成
分
ら
し
い
。
で
は
人
は
な
ぜ
、
血
と

涙
で
は
抱
く
印
象
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
血
は
し
ば
し
ば

恐
怖
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
涙
に
は
そ
の
よ
う
な
感
情

は
生
ま
れ
な
い
。
む
し
ろ
悲
し
み
や
喜
び
、
同
情
心
な
ど

の
共
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
そ
れ
は
人
類
の

経
験
的
な
理
由
に
帰
属
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
血
は
痛

み
を
伴
い
、
涙
に
は
感
動
や
悲
嘆
が
伴
う
。
た
だ
、
そ
れ

だ
け
の
違
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

自
分
自
身
の
何
か
が
欠
落
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
は
、

僕
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
気
付
い
た
時
だ
っ

た
。
僕
は
血
を
見
て
も
涙
を
見
て
も
何
も
感
じ
な
い
。
そ

れ
は
同
じ
成
分
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
の
前
に
、
人
体
を

流
れ
る
そ
の
二
種
類
の
液
体
に
対
し
て
何
の
感
情
も
湧
か

な
い
。
僕
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
蛇
口
か
ら
流
れ
る
水
と
変

わ
ら
な
い
の
だ
。

　

血
が
涙
と
同
じ
成
分
な
ら
ば
、
人
間
を
生
み
だ
し
た
創

造
主
は
、な
ぜ
血
と
涙
を
別
の
色
に
分
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
僕
に
、
ど
れ
だ
け
の
独
自
性
を
与
え

た
の
か
。
そ
れ
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

あ
る
精
神
科
医
が
言
っ
て
い
た
。「
血
を
見
て
痛
み
を

感
じ
な
い
人
間
は
、
人
の
痛
み
が
分
か
ら
な
い
」。
そ
れ

は
お
お
ま
か
に
は
正
し
い
よ
う
に
思
う
。
実
際
、
僕
に
は

人
の
痛
み
と
い
う
も
の
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
人
が
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
で
、
な
ぜ
自
分
も
同
じ
よ
う
な
感
覚
を
抱

い
て
し
ま
う
の
か
。
そ
の
構
造
自
体
に
疑
問
を
持
っ
て
い

る
。
む
し
ろ
痛
み
よ
り
も
先
に
、
傷
つ
け
る
こ
と
へ
の
感

触
を
意
識
し
て
し
ま
う
。
身
体
的
な
質
感
が
僕
に
と
っ
て

は
大
切
な
の
だ
。

　

そ
し
て
好
奇
心
は
そ
の
先
を
知
ろ
う
と
す
る
。
刺
激
を

止
め
る
方
法
は
外
部
か
ら
の

遮
断
し
か
な
い
。
意
志
の
力

で
自
制
す
る
こ
と
な
ど
不
可

能
な
の
だ
。
誰
か
に
、
自
分

よ
り
力
の
強
い
何
か
に
、
強

制
的
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

し
か
好
奇
心
を
止
め
る
方
法

は
な
い
。
そ
の
上
、
刺
激
と

い
う
も
の
は
「
慣
れ
る
」
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
よ
り

強
い
も
の
を
求
め
る
」
と
い

う
特
性
を
持
つ
の
だ
。

　　

気
が
付
く
と
、
以
前
母
に

連
れ
ら
れ
て
来
た
公
園
に
い

た
。
河
川
敷
の
堤
防
を
越
え

た
公
園
。
大
き
な
滑
り
台
の

あ
る
、
黒
い
二
匹
の
虫
を
捕
ま
え
た
、
あ
の
場
所
。

　

居
酒
屋
で
先
生
と
別
れ
た
後
、
僕
は
極
度
の
興
奮
状
態

に
あ
っ
た
。
先
生
は
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
だ
ろ
う
か
。

そ
の
昂
ぶ
り
は
、
静
か
に
進
行
し
た
。
内
側
に
向
か
っ
て

ひ
ど
く
静
か
に
。

　

背
も
た
れ
に
身
を
預
け
、
等
間
隔
で
揺
れ
る
電
車
の
中

で
、
先
生
の
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
体
が
熱
く
な
る
。

煮
え
た
ぎ
る
感
情
、
そ
の
は
け
口
を
探
す
が
、
ど
こ
に
も

適
当
な
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

最
寄
り
の
駅
に
着
く
と
、僕
は
自
転
車
で
駆
け
だ
し
た
。

ど
こ
か
遠
く
、
一
人
に
な
れ
る
場
所
を
求
め
て
。

　

気
付
け
ば
あ
の
公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

頭
の
中
で
思
い
描
い
た
も
の
を
形
に
す
る
。
そ
れ
は
ど

れ
ほ
ど
躍
動
感
の
伴
う
行
為
だ
ろ
う
。想
像
す
る
こ
と
と
、

行
動
す
る
こ
と
は
別
次
元
の
問
題
だ
。

　

僕
の
欲
求
は
常
に
空
想
へ
と
注
が
れ
て
い
た
。
空
想
の

先
に
現
実
が
あ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
現
実
と
は
全

く
別
の
場
所
、
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
場
所
で
そ
れ
は
紡

が
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
納
得
し
て
い
た
。
そ
の
一
方

で
ど
こ
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
っ

た
。

　

先
生
の
言
葉
は
僕
の
心
に
波
紋
を
与
え
た
。
一
滴
の
言

葉
は
円
形
の
波
を
生
み
、
時
間
を
か
け
て
次
第
に
大
き
く

な
っ
て
い
く
。

　
「
チ
ャ
ン
ス
は
も
の
で
は
な
く
、
掴
み
に
い
く
も
の
だ
」

　

自
分
の
人
生
は
、
己
の
手
で
切
り
開
く
も
の
。
そ
う
、

切
り
開
い
て
も
い
い
の
だ
。
む
し
ろ
切
り
開
か
れ
る
べ
き

も
の
な
の
だ
。
僕
の
心
に
眠
る
密
や
か
な
欲
望
が
肯
定
さ

れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

人
を
殺
し
て
み
た
い
。

　

胸
が
高
鳴
る
一
方
、そ
こ
に
は
一
抹
の
不
安
も
あ
っ
た
。

想
像
と
現
実
の
違
い
で
あ
る
。
万
が
一
、
想
像
し
て
い
た

も
の
と
現
実
は
全
く
違
う
も
の
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
。
そ

れ
は
期
待
を
遙
か
に
下
回
る
あ
っ
け
な
い
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
場
合
、
僕
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

想
像
の
中
に
生
み
だ
し
た
快
楽
を
失
わ
な
い
た
め
に
は
、

行
動
を
起
こ
さ
な
い
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
夢
は

夢
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
で
、
僕
に
安
心
と
愉
悦
を
与
え
て

く
れ
る
。

　

僕
は
こ
れ
か
ら
起
こ
る
喜
び
と
不
安
に
つ
い
て
考
え
を

巡
ら
せ
て
い
た
。
意
識
が
変
わ
る
だ
け
で
映
る
景
色
は
変

わ
る
の
だ
。
湧
き
起
こ
る
感
情
も
、そ
の
た
め
の
不
安
も
、

全
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
ま
る
で
自
分
が
全
く
別
の
人
間

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ふ
と
視
線
を
上
げ
る
と
、
一
匹
の
黒
い
猫
が
こ
ち
ら
を

見
て
い
た
。
微
妙
な
距
離
間
。
餌
を
も
ら
い
に
来
た
よ
う

で
も
あ
る
し
、
僕
の
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ

る
。
ど
ち
ら
の
意
味
で
も
受
け
取
れ
る
ち
ょ
う
ど
そ
の
中

間
に
猫
は
い
た
。し
ば
ら
く
僕
も
そ
の
猫
を
見
て
い
た
し
、

猫
も
僕
の
こ
と
を
伺
っ
て
い
た
。
僕
の
こ
と
を
値
踏
み
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
敵
か
味
方
か
。
餌
を
く
れ
る
か
、
く

れ
な
い
か
。
僕
は
こ
の
こ
う
着
状
態
に
居
心
地
の
悪
さ
を

感
じ
、
足
元
に
あ
っ
た
握
り
拳
ほ
ど
の
石
を
上
に
向
か
っ

て
放
り
投
げ
た
。
石
が
地
面
を
叩
く
と
同
時
に
猫
は
走
り

去
る
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
だ
っ
た
。

　

僕
の
投
げ
た
石
は
そ
の
ま
ま
猫
の
背
中
に
直
撃
し
た
。

「
ギ
ャ
」
と
潰
れ
た
よ
う
な
短
い
声
が
響
き
、
猫
は
慌
て

て
逃
げ
出
し
た
。
思
い
も
よ
ら
な
い
出
来
事
だ
っ
た
。
足

元
に
あ
っ
た
石
を
何
気
な
く
上
へ
放
り
投
げ
た
も
の
が
当

た
っ
て
し
ま
っ
た
。
ぶ
つ
け
よ
う
と
し
た
意
志
は
な
い
。

　

猫
は
足
を
絡
ま
せ
、
苦
し
ん

で
い
る
。
そ
の
瞬
間
、
ぞ
く
ぞ

く
と
熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
て

き
た
。
腹
か
ら
背
中
、
そ
し
て

胸
、
頭
へ
と
じ
ん
わ
り
と
、
赤

く
強
い
も
の
が
痺
れ
る
よ
う
に

上
が
っ
て
く
る
。

　

何
気
な
く
投
げ
た
石
に
よ
る

猫
の
傷
は
こ
と
の
ほ
か
致
命
的

で
あ
っ
た
。
懸
命
に
逃
げ
よ
う

と
し
て
い
る
が
足
が
も
つ
れ
て

何
度
も
転
ん
で
い
る
。
も
し
か

す
る
と
頭
に
も
当
た
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
僕
は
そ
の
辺
に

あ
る
石
を
拾
っ
て
、
苦
し
む
猫

に
向
か
っ
て
思
い
切
り
投
げ
つ

け
た
。
は
じ
め
の
三
投
は
地
面

に
ぶ
つ
か
り
硬
い
音
を
立
て
て
闇
の
中
へ
消
え
て
い
っ

た
。
四
投
目
が
猫
の
脇
腹
を
直
撃
し
た
。「
ギ
ョ
プ
ッ
」

鈍
い
音
を
立
て
て
そ
の
場
に
倒
れ
込
ん
だ
。
猫
は
小
刻
み

に
震
え
て
い
る
。
今
の
で
死
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
僕
は
石
を
投
げ
続
け
た
。
一
心
不
乱
に
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
猫
を
か
す
め
て
当
た
ら
な
か
っ
た
。
大
き
く
外
し
た

も
の
も
か
な
り
あ
っ
た
。
し
か
し
僕
の
体
は
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
何
か
に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
僕
は
石
を
投
げ

続
け
た
。
少
し
ず
つ
猫
に
近
づ
き
な
が
ら
。

　

そ
し
て
よ
う
や
く
直
接
頭
に
当
た
っ
た
。

　
「
ゴ
ッ
」

　

頭
蓋
骨
が
砕
け
る
音
が
し
た
。
猫
の
肢
体
は
ぴ
ん
と
伸

び
て
固
ま
っ
た
。眼
窩
と
口
か
ら
は
液
体
が
零
れ
て
い
た
。

暗
く
て
よ
く
見
え
な
い
が
、お
そ
ら
く
血
や
体
液
だ
ろ
う
。

そ
の
ど
ろ
り
と
し
た
も
の
を
流
し
出
し
て
い
る
、
大
き
く

開
い
た
口
の
奥
か
ら
、
何
か
が
這
い
出
て
き
た
。
大
き
な

寄
生
虫
か
と
思
い
身
構
え
た
が
、
じ
っ
と
目
を
凝
ら
し
て

見
る
と
舌
だ
っ
た
。
舌
が
こ
ん
な
に
も
長
い
も
の
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。
僕
の
体
が
止
ま
る
ま
で
、
あ
と
二
回
息
絶

え
た
猫
に
石
を
当
て
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

僕
は
肩
で
息
を
し
て
い
た
。
疲
れ
と
い
う
よ
り
も
そ
れ

は
清
々
し
い
も
の
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
終
え
た
後
の
爽

快
感
の
よ
う
な
、
ス
カ
ッ
と
し
た
晴
々
し
い
心
持
ち
だ
。

　

気
付
け
ば
僕
は
笑
っ
て
い
た
。
声
を
殺
す
よ

う
に
声
帯
と
横
隔
膜
を
震
わ
せ
て
僕
は
笑
っ
て

い
た
。
そ
し
て
そ
の
笑
い
は
長
ら
く
お
さ
ま
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。

感 

触
嶋
津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

次
号
（
8
月
15
日
付
）
に
続
く

感 触

―⑥―

神
戸
に
は
ギ
タ
ー
の
名
手
石
橋
弘
樹
が
い

た
。
レ
キ
ン
ト
・
ギ
タ
ー
を
得
意
と
し

た
彼
は
、北
野
坂
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス｢

テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー｣

を
開
店
し
、
仲
間
を
集
め
て
よ
く
ラ
テ

ン
音
楽
の
ラ
イ
ブ
を
開
い
た
。
晩
年
、
京
都
中

南
米
音
楽
同
好
会
に
参
加
し
た
際

に
博
子
夫
人
と
と
も
に
演
奏
し
た

の
を
最
後
に
間
も
な
く
亡
く
な
っ

た
。
彼
の
葬
儀
は
中
山
手
教
会
で

神
父
か
ら
の
特
別
な
計
ら
い
の
も

と
、
仲
間
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が

集
ま
る
音
楽
葬
と
な
っ
た
が
、
演

奏
さ
れ
る
ギ
タ
ー
の
音
色
が
教
会

の
空
間
に
良
く
響
い
て
素
晴
ら
し

い
も
の
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
ラ

テ
ン
の
名
曲
が
奏
で
ら
れ
る
な
か

で｢

シ
ェ
リ
ト
・
リ
ン
ド｣

の
演

奏
が
始
ま
っ
た
時
は
期
せ
ず
し
て

参
列
者
一
同
の
合
唱
と
な
っ
た
。

そ
し
て
出
棺
の
際
も
皆
で｢

ラ
・
ゴ
ロ
ン
ド
リ
ー

ナ｣

を
合
唱
し
て
見
送
っ
た
。

　

そ
の
と
き
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
玉

利
茂
樹
は｢

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー｣

に
隣
接
し
て
メ

キ
シ
コ
料
理
店｢

テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ｣

を
開
業
し

て
い
て
、
店
の
ス
タ
ッ
フ
と
ラ
テ
ン
音
楽
の
生

演
奏
を
客
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
好
評
だ
っ
た
。
石

橋
弘
樹
の
没
後
、｢

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー｣

を
吸
収

し
て
「
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
」
を
拡
大
し
、
料
理
の

内
容
と
生
演
奏
が
素
晴
ら
し
い
と
し
て
神
戸
の

名
所
の
一
つ
に
な
っ
た
が
、
平
成
７

年
（
１
９
９
５
）
阪
神
淡
路
大
震
災

で
壊
滅
の
被
害
を
受
け
た
。
震
災
後

店
舗
の
規
模
を
拡
大
前
の
規
模
に

縮
小
し
て
再
開
し
、
自
ら
の
生
演
奏

以
外
に
も
、
ラ
テ
ン
歌
手･

あ
い
御

影
、「
東
京
キ
ュ
ー
バ
ン･

ボ
ー
イ

ズ
」
の
名
パ
ー
カ
シ
ョ
ニ
ス
ト･

納

見
義
徳
な
ど
の
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て

以
前
の
名
声
を
取
り
戻
し
た
が
、
国

中
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
衰
退
す
る

な
か
、
本
人
の
体
調
の
問
題
も
あ
っ

て
数
年
前
に
閉
店
し
た
。

　

｢

テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ｣

で
生
演
奏
に

も
参
加
し
て
い
た
新
開
賢
介
は
昭
和
54
年
（
１

９
７
９
）
に
、
大
阪･

北
区
で
メ
キ
シ
コ
料
理

店｢

ア
ス
テ
カ｣

を
開
い
た
。
彼
自
身
が
店
の

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
演
奏
す
る
の
も
好
評
だ
っ
た

が
、「
ロ
ス･

イ
ン
デ
ィ
オ
ス｣

な
ど
本
場
の

メ
ン
バ
ー
の
演
奏
が
聴
く
こ
と
が
で
き
る
数
少

な
い
店
だ
っ
た
。
の
ち
に
姉
妹
店
を
伊
丹
市
に

出
店
し
た
の
が
重
荷
と
な
っ
て
閉
店
の
憂
き
目

を
見
た
。

や
は
り｢

テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ｣

組
の
一
人
、

與
儀
茂
は
現
在
、
大
阪
・
南
で
メ
キ
シ

コ
料
理
店｢

エ
ル･

チ
ャ
ロ｣

を
開
き
な
が
ら
、

ラ
テ
ン
音
楽
フ
ァ
ン
の
「
心
と
胃
袋
」
に
ご
馳

走
を
送
り
届
け
て
い
る
。

　

｢

胃
袋｣

へ
の
ご
馳
走
を
届
け
る
メ
キ
シ
コ

料
理
店
は
経
営
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
替

わ
っ
て
栄
養
価
の
高
い｢

心｣

の
ご
馳
走
を
作

り
続
け
て
い
る
の
が
野
上
圭
三
（
青
山
佳
龍
）

で
あ
る
。
た
び
た
び
世
界
中
を
音
楽
行
脚
し
て

文
化
と
民
族
音
楽
の
造
詣
を
深
め
て
、
中
南
米

音
楽･

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
フ
ァ
ド･

ネ
パ
ー
ル
の

宗
教
音
楽
の
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
根
幹
は
「
天
を
敬
い
、
地
に
感
謝
し
て
、
人

を
い
と
し
む
」
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
そ
の
見

識
は
料
理
で
い
う
と
こ
ろ
の｢

隠
し
味｣

と
し

て
、
作
品･

演
奏
を
大
変
美
味
な
も
の
に
し
て

い
る
。
昨
年
ギ
タ
ー
の
名
手
池
田
定
雄
と
組
ん

で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
Ｄ
Ｏ
Ｓ
―

Ｇ
「
Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ
ｓ
」
は
ま
さ
に
最
近
で

は
珠
玉
の
一
品
（
逸
品
）
料
理
で
あ
る
。

関
西
の
ラ
テ
ン
音
楽

戦前・戦後のラテン音楽とその周辺戦前・戦後のラテン音楽とその周辺 10

ラテン音楽愛好家　緒方　馨ラテン音楽愛好家　緒方　馨

　「興味…、あ
まり知らないけ
ど、良かったら
教えて」
　この「教えて」
という一言が
くせものだ。今
まで無口だった
大伴が雄弁にな
る。
　「百人一首は謎だらけの歌集なんだよ」
　それを聞いていた富田も戸田もその話に
は同調した。戸田は以前、織田正吉さんの
『百人一首の謎』を読んだことがあると言
う。結構読書家なのだ。
　大伴が説明する。
　「百人一首の歌人の中で歌を一首しか残
していない人が二人いるんだけど、その一
人喜撰法師は一番謎の人物じゃないかな
あ。しかも六歌仙なんだ」
　「六歌仙って何」
　ママの質問に富田が待っていたように答
える。
　「古今和歌集の仮名序で紀貫之が、近き
世にその名きこえたる人として挙げた六人
だよ。僧正遍昭、在原業平、文屋康秀、宇
治山の僧喜撰、小野小町、大伴黒主」
　これを聞いて戸田が以前に見た歌舞伎の
話をする。
　「歌舞伎座で六歌仙容彩（すがたのいろ
どり）というのをやってましたなあ。あれ
はよかった」
　「歌舞伎座じゃなくて、かに座じゃなく
て、しし座のベッカムちゃん。また女性と
行ったんでしょ。たまには私も連れて行っ
てよ」
　ママの質問に彼はニヤニヤするばかりで
答えなかったが、近頃の負け犬女性は歌舞
伎を見たりするのがトレンドのようだ。ま
ず弁当を買うことも、いろいろなお土産を
見付ける楽しみも知っている。
　富田、戸田、大伴は三人ともダイヤモン
ドの常連客だが、この三人がこれだけ会話
が続くのはめずらしい。いつもは富田一人
がしゃべっている。大伴は無口で黙々と飲

み、戸田はカラ
オケだ。
　大伴は一人得
意になって喜
撰法師の話をす
る。
　「我が庵は都
の辰己しかぞす
む　世をうぢ山
と人はいふなり

…確実に喜撰法師だと言えるただ一首の歌
だけど、この歌っておかしいんだよ。正確
には宇治の喜撰山は都の辰己、つまり南西
じゃないんだよ。では都の辰己はどこなの
か。それが分かりかけてきたんだよ」
　「それってどこなの」
　ママの質問をさえぎって冨田がバカにし
たように言う。
　「ハッハッハ。都の辰己は宇治でいいん
だよ。君は都のどこから辰己を出す。もち
ろん御所だろう。まさか今の御所からそれ
を出したんじゃないだろうね。当時の御所
の位置からそれを出さなければならない。
今より西にあったはずだ」
　大伴はぐっとつまる。あわてて鞄の中を
かき回し京都の観光ガイドブックを取り出
してきた。御所のページをめくる。昭文社
の「上撰の旅京都」だ。
　「今頃調べても手遅れだろう、ハッハッ
ハハ」
　自信満々の富田に大伴があわてながらガ
イドブックを読む。
　「大内裏はたびたび焼失したため、仮の
皇居として、里内裏とよばれるいくつかの
邸宅が存在した。その一つ、大内裏から東
へ約二キロメートルの地にあった東洞院御
門が鎌倉時代に新しい皇居として固定され
て、今の京都御所の前身となった。ここに
はそう書かれています。もし今より二キロ
西に御所があったとしても、宇治は正確に
は辰己、つまり南東ではないんです」
　「では君の言う辰己、つまり喜撰法師が
住んでいた所はどこなんだね」
　いつものことだが、富田は自分の意見を
否定されると機嫌が悪い。

百人一首殺人事件 ②

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
④

　

近
鉄
百
貨
店
上
本
町
店
主

催
の
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
来
た
る
７
月
31
日
に
開

催
さ
れ
る
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
昨

年
の
フ
ラ
ク
イ
ー
ン
・
田
邊

砂
智
子
さ
ん
が
出
演
す
る
。

　

会
場
は
近
鉄
百
貨
店
上
本

町
店
９
階
、
田
邊
砂
智
子
さ

ん
の
登
場
は
午
後
１
時
か

ら
。
カ
リ
ス
マ 

・ 

フ
ラ
ク

イ
ー
ン
の
出
演
を
多
く
の

フ
ァ
ン
が
心
待
ち
に
し
て
い

る
。

Ｓｏ
ｕ
ｎ
ｄ　
Ｌｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ（
オ
マ
ー
ラ
）

東
大
阪
市
足
代
新
町
３―
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０
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３
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会
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和
貴
会

理
事
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池
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貴
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本
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護
老
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健
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設

　

ス
ロ
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ラ
イ
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八
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ケ
ア
ハ
ウ
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特
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設
入
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者
生
活
介
護
）

　

ス
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生
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近
鉄「
八
尾
」
駅
中
央
口
か
ら
徒
歩
５
分

阿
吽
法
律
事
務
所

弁
護
士 

髙
木
陽
一（
大
阪
弁
護
士
会
所
属
）

相
談
ご
希
望
の
方
は
、ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い（
予
約
制
）

☎
０
７
２―

９
９
０―

５
０
０
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八
尾
市
東
本
町
３
丁
目
９
番
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リ
バ
テ
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八
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執
務
時
間
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月
〜
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９
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30 

〜 

17
：
30

執
務
時
間
以
外
の
相
談
に
も
対
応
可
、
相
談
料
等
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

あ

う
ん

無垢の家
板倉造り

http://www.tanyosha.co.jp

  ㈲   丹   陽   社
一級建築士事務所

大阪市天王寺区上本町5丁目
4-17-904  (TEL)06-6764-1956　
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来
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よ
ろ
こ
び
を
創
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イ
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イ
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株
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で
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委
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育
成
を
め
ざ
し
て
〜

副
会
長　
渡

邊

弘

子

副
会
長　
阪　

口　

和　

秀

副
会
長　
浅　

井　

孝　

男

副
会
長　
石　

井　

政　

俊

中　

原　

敏　

博

株
式
会
社 

太
豊

代
表
取
締
役 

坂
口　

健
太
朗

堺
市
美
原
区
小
寺
３
６
８―

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
７
２
）
２
８
８―

６
１
１
１

〒587-
0065

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

馬
刺
し
盛
り
合
わ
せ
の
１
割
を

義
援
金
に
さ
せ
て
い
た
だ
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八尾市 内 住宅型有料老人ホーム  案内

株式会社  日健マネジメント
TEL　0120-49-5502 担当者  松田義明

◎フォーユー八尾北　八尾市高砂町1-22-9
入居敷金　０円　月額　89,500円（宿賃・管理費・食事代）

◎フォーユー八尾　八尾市老原４-98 
入居敷金　０円　月額　109,800円（宿賃・管理費・食事代）

◎フォーユー八尾山本　八尾市上之島町北1-57-6
入居敷金　０円　月額　109,800円（宿賃・管理費・食事代）

※入居者様、介護ヘルパー様  募集
   詳しくは下記へご連絡下さい

大阪市西区西本町1-10-3　新松岡ビル

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成２８年７月１５日（金）

フ
リ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
記

念
講
演
を
行
っ
た
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
と
は
当
た
り
前

の
思
い
や
り
を
持
ち
、
心

の
壁
を
な
く
す
こ
と
。

　

中
学
校
で
は
サ
ッ
カ
ー

少
年
だ
っ
た
。
や
が
て
バ

イ
ク
に
夢
中
に
な
り
、
プ

ロ
ラ
イ
ダ
ー
を
目
指
し

た
。
18
歳
の
と
き
事
故
で

脊
椎
を
損
傷
、
以
来
30
年

車
イ
ス
生
活
と
な
る
。
当

初
は
死
ぬ
こ
と
ば
か
り
を

考
え
て
い
た
が
、
あ
る
時

母
親
が「
車
イ
ス
ダ
ン
ス
」

に
前
を
向
い
て
打
ち
込
み

な
さ
い
と
背
中
を
押
し
て

く
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
20
年
間
は

プ
ロ
車
イ
ス
ダ
ン
サ
ー
と

代
表
の
愛
娘
・
福
中
澪れ

い

さ

ん
、
王
子
役
は
ジ
ェ
ネ
シ

ス
・
ア
ー
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー

を
主
宰
す
る
中
田
一か

ず

史ふ
み

さ

ん
が
演
じ
る
。

　
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
は
多

く
の
人
に
小
さ
い
頃
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
る
物
語
で

あ
り
、
ガ
ラ
ス
の
靴
・
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
夜
の
12

時
・
カ
ボ
チ
ャ
の
馬
車
等

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
す
ぐ
頭

に
浮
か
ぶ
。
ス
テ
ー
ジ
の

見
ど
こ
ろ
は
大
勢
の
キ
ッ

ズ
・
バ
レ
リ
ー
ナ
の
可
愛

ら
し
さ
、
素
敵
な
魔
法
使

い
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ

エ
の
醍
醐
味
を
存
分
に
楽

し
め
る
構
成
に
な
っ
て
い

る
。

　

福
中
澪
さ
ん
は
６

月
に
17
歳
を
迎
え
た

高
校
生
バ
レ
リ
ー
ナ

だ
。
本
年
１
月
に
博
多

の
ス
テ
ー
ジ
で
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
い

る
。
９
月
か
ら
高
校
を

休
学
し
て
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
・
ロ
ン
ド
ン
の

バ
レ
エ
団
で
４
カ
月

間
の
研
修
に
励
む
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
る
。

様
々
な
ス
テ
ー
ジ
を
経

験
し
な
が
ら
、
海
外
の

バ
レ
エ
団
か
ら
の
オ

フ
ァ
ー
を
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
、
そ
し

て
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
と
し

て
舞
台
を
踏
み
た
い
と

目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　

26
日
の
公
演
は
開
場

が
18
時
で
あ
り
、
大

ホ
ー
ル
前
の
ス
ペ
ー
ス

に
福
中
澪
さ
ん
の
写
真
パ

ネ
ル
・
バ
レ
エ
の
衣
裳
・

和
装
品
を
バ
レ
エ
衣
裳
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
作
品
等
々

を
展
示
す
る
。
来
場
者
が

鑑
賞
で
き
る
形
式
と
し
て

い
る
。

　

ヒ
ロ
・
ク
ロ
ン
ド
ー
ル

バ
レ
エ
が
本
紙
の
読
者
20

人
に
チ
ケ
ッ
ト（
料
金
３
、

５
０
０
円
）

を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す

る
。
申
し

込
み
は
東

大
阪
新
聞
社
（
☎
０
７
２

―
９
２
６
―
５
１
３
４
）

へ
。
先
着
20
人
。
発
送
を

も
っ
て
当
選
発
表
と
す
る
。

　

シ
ン
デ
レ
ラ
公
演
の
問

合
せ
は
、
ヒ
ロ
・
ク
ロ
ン

ド
ー
ル
バ
レ
エ
（
☎
０
７

２
―
９
２
３
―
７
４
３

３
）
へ
。
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滝
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療
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サ
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植
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創立10周年記念公演開始

　

公
演
の
テ
ー
マ
は
不
朽

の
名
作
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」。

ヒ
ロ
・
ク
ロ
ン
ド
ー
ル
バ

レ
エ
代
表
の
伊
藤
裕
美
さ

ん
が
構
成
・
演
出
・
振
り

付
け
を
担
当
し
華
麗
な
ス

テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
い

る
。

　

シ
ン
デ
レ
ラ
役
は
伊
藤

社会貢献賞受賞記念
イベント開催

さくら福祉会

　

去
る
５
月
に
大
阪
商
工

信
用
金
庫
よ
り
一
般
社
団

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
福
祉
会
」
に
社

会
貢
献
賞
が
授
与
さ
れ
、

７
月
２
日
に
「
ユ
ト
リ
ー

ト
東
大
阪
」
に
て
受
賞
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
催

さ
れ
た
。

　

社
会
貢
献
賞
の
授
賞
式

終
了
後
、
プ
ロ
車
イ
ス
ダ

ン
サ
ー
の
奈な

佐さ

誠
司
さ
ん

が
女
性
ダ
ン
サ
ー
２
人
を

従
え
て
、
華
麗
で
ア
ク

し
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き

進
み
、
数
々
の
ダ
ン
ス
賞

も
ゲ
ッ
ト
し
た
。
モ
ー
ニ

ン
グ
娘
や
杉
本
彩
さ
ん
と

も
ダ
ン
ス
共
演
し
た
。
杉

本
彩
さ
ん
か
ら
は
動
物
愛

護
活
動
を
通
じ
て
支
援
を

受
け
て
い
る
。

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
が
、
法
律
で
強
制
さ
れ

な
く
と
も
障
害
者
が
ト
イ

レ
や
階
段
で
困
っ
て
い
た

ら
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ

ず
に
チ
ョ
ッ
ト
の
勇
気
で

援
助
し
て
欲
し
い
。
車
イ

ス
生
活
で
辛
い
こ
と
は
、

人
の
視
線
・
態
度
だ
。
欧

米
並
み
に
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
世
界
が
い
つ
か

日
本
に
も
来
る
こ
と
を
信

じ
て
い
る
。（

小
川
秀
人
）

　

奈
佐
さ
ん
は
「
さ
く

ら
福
祉
会
」
の
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
に
、
毎
週
２

～
３
回
通
っ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
は
軽

作
業
中

心
の
「
さ

く
ら
」、

内
職
仕
事
中
心
の
「
す

み
れ
」、
電
機
部
品
解

体
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

向
け
部
品
組
立
の
「
ト

ウ
イ
ン
ク
ル
」
の
３
カ

所
の
作
業
所
が
あ
る
。

　

取
材
当
日
に
社
有
車

13
台
の
「
洗
車
バ
ト
ル

ゲ
ー
ム
」
が
あ
っ
た
。

毎
月
１
回
開
催
。
ボ
デ

イ
だ
け
で
な
く
エ
ン
ジ

ン
ル
ー
ム
・
ド
ア
ま
わ

り
・
足
元
マ
ッ
ト
等
も

採
点
の
対
象
と
な
り
、

上
位
３
者
に
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
が
贈
ら
れ
る
。

西
村
兼
一
代
表
理
事
に

伺
う
と
、
洗
車
ゲ
ー
ム

の
波
及
効
果
で
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
高
ま
り
、
車

を
大
事
に
扱

う
よ
う
に
な

り
、
交
通
事
故

も
激
減
し
た
と
い
う
。

　
「
さ
く
ら
福
祉
会
」

の
今
後
の
さ
ら
な
る
社

会
貢
献
に
期
待
し
た

い
。

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
は
３
カ
所

　

株
式
投
資
の
損
失
は
３
年
間

繰
り
越
せ
る
。
翌
年
株
で
利
益

が
出
た
ら
引
い
て
く
れ
る
の

だ
。
数
年
前
か
ら
配
当
金
も
株

式
投
資
の
損
と
通
算
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

株
式
投
資
や
配
当
金
の
儲
け

は
、
分
離
課
税
と
い
っ
て
他
の

儲
け
と
分
け
て
20
・
３
１
５
％

の
税
金
が
か
か
る
。
給
料
や
商

売
の
儲
け
は
総
合
課
税
と
い
っ

て
合
算
し
て
儲
け
を
計
算
す
る
。
商
売
が
赤
字
な
ら

給
料
か
ら
引
い
て
く
れ
た
り
す
る
の
だ
。
株
式
投
資

で
儲
か
っ
て
い
る
年
の
配
当
金
は
総
合
課
税
に
変
更

し
て
配
当
控
除
を
受
け
る
と
節
税
で
き
る
と
き
が
あ

る
。
配
当
控
除
と
い
う
の
は
、
会
社
の
儲
け
に
法
人

税
が
か
か
る
の
に
、
法
人
税
を
払
っ
た
後
の
利
益
か

ら
配
当
金
を
も
ら
う
と
、
ま
た
所
得
税
が
か
か
る
の

は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
配
当
の
10
％
（
５
％
の

場
合
も
）
を
所
得
税
か
ら
引
い
て
く
れ
る
制
度
。
住

民
税
も
あ
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
専
用
口
座
で
株
式
投
資
を
す
る
と
一

定
額
ま
で
税
金
が
か
か
ら
な
い
制
度
な
の
で
得
だ
と

思
っ
て
い
る
と
、
損
失
が
出
た
場
合
は
他
の
口
座
の

株
の
利
益
と
合
算
が
で
き
な
い
た
め
、
損
し
て
も
残

念
で
し
た
…
と
な
る
。
上
場
し
て
い
な
い
株
の
配
当

金
は
少
額
な
ら
ば
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
住
民
税
は
申
告
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

株
の
申
告
は
証
券
会
社
で
特
定
口
座
を
選
択
す
る

と
、
証
券
会
社
が
損
得
を
計
算
し
て
く
れ
る
。
税
金

を
引
い
て
納
め
て
く
れ
る
特

定
口
座
も
あ
り
、
税
金
を
引
か

な
い
特
定
口
座
も
あ
る
。
特
定

口
座
を
知
ら
な
け
れ
ば
一
般

口
座
に
な
っ
て
い
て
、
同
じ
銘

柄
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
し

て
い
る
と
や
や
こ
し
い
。
売
っ

た
と
き
に
い
く
ら
で
買
っ
た

か
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
計
算
は
移
動
し
て
売
っ

た
都
度
計
算
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
原
価
管
理
を
し
て
い
な
い
と
正
確

に
株
の
儲
け
が
分
か
ら
な
い
。

　

株
で
損
し
た
場
合
、
確
定
申
告
を
し
て
赤
字
を
翌

年
に
繰
り
越
す
。
翌
年
、配
当
金
が
多
か
っ
た
の
で
、

配
当
金
か
ら
去
年
の
赤
字
分
を
引
く
こ
と
が
で
き

て
、
配
当
金
の
税
金
を
取
り
戻
し
た
。
し
か
し
確
定

申
告
を
し
た
た
め
に
所
得
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
、

国
民
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者
保
険
）
が
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
。
健
康
保
険
の
話
と
な
る
と
税
理
士
も
分

か
ら
な
い
。

　

や
や
こ
し
い
か
ら
簡
単
に
し
ま
せ
ん
か
。

八尾市文化会館 プリズムホール
　
「
ヒ
ロ
ク
ロ
ン
ド
ー

ル
バ
レ
エ
」
は
本
年
で

創
立
10
周
年
を
迎
え
、

第
８
回
発
表
会
を
兼
ね

た
創
立
10
周
年
記
念
公

演
が
、
来
た
る
８
月
26

日
㈮
に
八
尾
市
文
化
会

館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
る
。

不
朽
の
名
作「
シ
ン
デ

レ
ラ
」を
華
麗
に
舞
う

税金はややこしい

笑う笑う
税理士

３
税理士 上西　知

テ
ィ
ブ
な
舞
い
を
披
露
し

た
。
奈
佐
さ
ん
は
車
イ
ス

ダ
ン
ス
の
元
日
本
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
で
あ
り
、
２
０
０

９
年
に
は
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
の
「
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
ク
ラ
ス
」
で
優

勝
の
栄
誉
に
輝
い
て
い

る
。

　

続
い
て
、
奈
佐
さ
ん
が

「
ダ
ン
ス
で
心
の
バ
リ
ア

社
会
貢
献
を
ア
ピ
ー
ル

福中澪さん（左）と中田一史さん

洗
車
バ
ト
ル
ゲ
ー
ム
を
終
え
、
笑
顔
が
輝
く

左から西村兼一代表理事、奈佐誠司さん、
野田しょう子東大阪市議

第２回　ロシア文化サロン
講演会　「ドストエフスキーの現代性」　　　　　　
講　師　高野史緒氏（「カラマーゾフの妹」の著者）

イベント情報

日時2016年７月16日（土）午後２時（受付１時30分）
会場：在大阪ロシア連邦総領事館２Ｆホール（豊中市西緑が丘1-2-2）
会費：無料　申し込み：岩本泰昌（☎090-9289-5916）  　　　　　

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 

災
害
時
対
応
の

「
人じ

ん

引び
き

車し
ゃ

」パイプイス人引車 26,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

大
好
評
に
つ
き
受
注
後

約
20
日
で
納
品
し
ま
す

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾

代
表
理
事  

菅　

春
水

事
務
局
長  

小
林
裕
五

 

八
尾
市
本
町
５―

１―

３ 

グ
ラ
ン
フ
ェ
ル
八
尾
３
０
１
号
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
４―

０
５
６
４

〒581-
0003

本紙社長小野元裕の活動を朝日新聞が紹介

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年７月１５日（金）

１
０
０
セ
ッ
ト
）
が
２
年

ご
と
に
無
料
で
提
供
さ
れ

る
備
蓄
機
能
も
追
加
し
た

タ
イ
プ
も
追
加
、
よ
り
社

会
貢
献
が
で
き
る
も
の
と

し
て
設
置
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
機
能
付
き
の
自
販

機
は
、
大
手
飲
料
メ
ー

カ
ー
の
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
と
当
機
構
の
協
力
企
業

で
あ
り
、
世
界
で
初
め
て

パ
ン
の
缶
詰
（
３
年
間
保

存
可
能
）
を
開
発
し
た
パ

ン
・
ア
キ
モ
ト
（
栃
木
県

那
須
塩
原
市
）
に
よ
り
実

現
。
す
で
に
備
蓄
さ
れ
た

パ
ン
缶
と
ミ
ネ
ラ
ル
水
を

２
０
１
４
年
の
広
島
土
砂

災
害
、
東
日
本
大
震
災
・

福
島
飲
料
水
支
援
な
ど
に

使
わ
れ
る
事
例
も
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下

型
地
震
を
見
据
え
て
、
食

料
や
飲
料
水
の
備
蓄
の
必

要
性
が
社
会
全
体
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
「
具
体
的
な

方
法
が
分
か
ら
な
い
」「
発

生
す
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
も
の
に
予
算
化
は
厳

し
い
」「
備
蓄
し
て
も
使

わ
な
け
れ
ば
廃
棄
し
な
い

と
い
け
な
い
」
な
ど
の
課

題
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
備
蓄
機
能
型
自
販

機
は
、
設
置
者
が
無
料
で

食
料
と
水
が
備
蓄
で
き
、

飢
餓
や
災
害
に
苦
し
む
人
び
と
を
応
援

飲
料
用「
ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
自
販
機
」が
ま
も
な
く
１
０
０
台

一
般
社
団
法
人
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構
広
報
部 

鶴
浦
弘
敏

か
つ
将
来
の
廃
棄
問

題
に
も
対
応
し
た
も

の
で
す
。
設
置
や
管

理
も
飲
料
会
社
で
行

わ
れ
る
た
め
、
実
質

的
な
負
担
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
機
構
は
、
世
界

で
飢
餓
に
苦
し
む
人

び
と
へ
の
支
援
、
国

内
の
緊
急
災
害
へ
の

備
え
の
た
め
「
ハ
ン

ガ
ー
ゼ
ロ
自
販
機
」
の
設

置
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と

り
ま
し
て
も
備
蓄
が
実
現

す
る
こ
と
で
地
域
社
会
へ

の
よ
い
貢
献
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機

構
（
以
下
、当
機
構
）
は
、

世
界
の
飢
餓
問
題
解
決
の

た
め
に「
ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
・

ア
フ
リ
カ
」（
飢
餓
の
な

い
世
界
の
実
現
）
を
提
唱

し
、
様
々
な
支
援
の
取
り

組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
１
年
に
よ
り
誰
も
が

身
近
な
形
で
国
際
協
力
が

で
き
る
「
寄
付
機
能
付
き

飲
料
用
自
販
機
」
を
飲
料

販
売
会
社
と
実
現
。
こ
の

ほ
ど
キ
リ
ス
ト
教

会
や
学
校
や
企

業
、
福
祉
施
設
、

商
店
な
ど
へ
の
設

置
が
ま
も
な
く
１

０
０
台
を
達
成
す

る
ま
で
に
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ン
ガ
ー

ゼ
ロ
自
販
機
は
、

「
ド
リ
ン
ク
１
本

に
つ
き
10
円
」
が
寄
付
に

あ
て
ら
れ
る
も
の
で
、
２

０
１
５
年
度
の
募
金
額
は

２
２
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
金
額
は
、
飢
餓

に
苦
し
む
人
へ
の
給
食
約

７
万
６
千
食
分
（
１
食
30

円
）
相
当
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
３
年
か

ら
は
こ
の
寄
付
機
能
に
加

え
て
、
国
内
で
の
大
規
模

災
害
発
生
時
に
対
応
す
る

「
パ
ン
の
缶
詰
と
水
」（
約

　
「
伝
統
構
法
『
板
倉
創

り
』
で
建
て
る
家
・
構
造

見
学
会
」
が
７
月
２
日
、

３
日
に
八
尾
市
刑
部
３
で

開
か
れ
、
延
べ
約
40
人
が

参
加
し
た
。
主
催
し
た
の

は
、有
限
会
社
丹
陽
社（
一

級
建
築
士
事
務
所
）。

　

代
表
取
締
役
の
岡
巌
さ

ん
（
61
）
は
、
日
本
の
風

土
に
合
っ
た
家
に
つ
い
て

研
究
を
重
ね
、
板
倉
創
り

に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
し

て
、
天
然
乾
燥
木
材
と
漆

喰
を
使
い
、
快
適
に
暮
ら

せ
る
家
を
つ
く
り
続
け
て

い
る
。

　

そ
の
良
さ
を
１
人
で
も

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
現
在
建
築
中
の

家
を
公
開
し
見
学
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

見
学
会
に
参
加
し
た
40

代
の
男
性（
八
尾
市
在
住
）

は
「
木
の
香
り
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。
心
落
ち
着
く
空

間
で
す
。
家
を
建
て
る
と

き
は
岡
さ
ん
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

濃
い
め
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
切
り
出

し
た
。

　
「
確
か
に
プ
ー
チ
ン
の
仕
業
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
根
っ
こ
に
は
移
民
問
題
が
あ
る
よ
」

　

ア
リ
ョ
ー
ナ
は
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
両
手
で
握

り
、
私
の
目
を
見
つ
め
た
。

　

吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
瞳
を
見
つ
め
な
が
ら
、
私

は
続
け
た
。

　
「
大
量
に
流
れ
込
ん
で
き
た
移
民
に
イ
ギ
リ
ス

人
は
辟
易
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
治
安
が
乱
れ
、
街

が
荒
れ
、
暮
ら
し
に
不
都
合
を
感
じ
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
」

　
「
そ
れ
は
分
か
る
わ
。
テ
ィ
ム
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル

メ
シ
ュ
が
書
い
た
『
帰
っ

て
き
た
ヒ
ト
ラ
ー
』
が

ド
イ
ツ
で
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
わ
。
こ

の
本
を
読
ん
で
、
ド
イ

ツ
人
が
移
民
に
辟
易
し

て
い
る
現
状
を
知
っ
た

か
ら
」

　
「
映
画
化
も
さ
れ
た

ね
。
撮
影
し
て
い
く
な

か
で
、
多
く
の
ド
イ
ツ

人
が
ヒ
ト
ラ
ー
を
求
め

て
い
る
現
実
に
直
面
し
、
監
督
も
ヒ
ト
ラ
ー
役
の

俳
優
も
戸
惑
っ
た
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

読
ん
だ
」

　

コ
ー
ヒ
ー
が
あ
ま
り
に
濃
い
の
で
、
ミ
ル
ク
を

注
い
だ
。
そ
し
て
、
加
え
た
。

　
「
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
し
た
根
本
は
移
民

問
題
だ
よ
。
移
民
問
題
の
根
は
深
く
、
Ｅ
Ｕ
を
解

体
す
る
か
も
知
れ
な
い
」

　

私
の
話
を
じ
っ
と
聞
い
て
い
た
ア
リ
ョ
ー
ナ
は

コ
ー
ヒ
ー
を
ス
プ
ー
ン
で
か
き
回
し
な
が
ら
ぽ
つ

り
と
言
っ
た
。

　
「
も
し
か
し
て
移
民
問
題
を
仕
掛
け
た
の
も

プ
ー
チ
ン
か
も
…
」

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
59

ＥUを解体する移民問題

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園

院　

長　
原　

田　

博　

雅

総　

長　
福　

田　
　
　

貢

一
、
地
域
住
民
の
健
康
な
生
活
を
守
る
た
め
、

 

高
度
で
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

一
、
信
頼
さ
れ
る
市
の
中
核
病
院
と
し
て
、

 

地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

一
、
市
民
に
誇
れ
る
公
立
病
院
と
し
て
、

 

品
格
あ
る
病
院
運
営
を
実
践
し
ま
す
。

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

代
表
取
締
役

副　

社　

長

創　

介

雅　

好

北 野　貴 之

松
葉
温
泉 

滝
の
湯

天
然
ラ
ド
ン
温
泉
と

お
い
し
い
料
理
で
お
も
て
な
し

〒
597―

0102　

貝
塚
市
木
積
３
４
８
８
番
地

０
１
２
０―

０
４
１―

５
５
１　
　

この広告をお持ちの方は200円引き
入湯料：大人700円→500円

〒581-0018 八尾市青山町４―５―25
メゾンカリフ 103

おおさか維新の会
衆議院 大阪府第14選挙区支部

第４回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1991 年４月２日～ 2001 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成28年 10月９日（日）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

4,104

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

第
41
回
定
時
総
会
開
催

雨
の
な
か
約
60
人
参
加

懇
親
を
深
め
る

　

志
紀
産
業
ク
ラ
ブ
（
福

塚
正
和
会
長
）
の
第
41
回

定
時
総
会
が
６
月
27
日
に

太
閤
園
本
館
２
階
サ
フ
ァ

イ
ア
ル
ー
ム
（
大
阪
市
都

島
区
網
島
町
９
）
で
開
か

れ
た
。
そ
の
後
、
会
場
を

同
階
オ
ー
キ
ッ
ド
テ
ラ
ス

に
移
し
、
懇
親
会
が
開
か

れ
た
。
雨
の
降
る
な
か
約

60
人
が
参
加
し
、
懇
親
を

深
め
た
。
田
中
誠
太
八
尾

市
長
、
谷
畑
孝
衆
議
院
議

員
は
じ
め
大
阪
府
議
会
議

員
ら
が
駆
け
付
け
、
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

途
中
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

左から小林成禎副会長、竹島成佳副
会長、福塚正昭会長、谷和代副会長

挨拶する菅春水代表理事（右）

特定非営利活動法人
グラウンドワーク八尾

平成 28 年度通常総会開催
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾

（
菅
春
水
代
表
理
事
）
の

平
成
28
年
度
通
常
総
会
が

６
月
22
日
に
料
亭
山
徳

（
八
尾
市
本
町
４
）
で
開

か
れ
た
。

　

平
成
27
年
度
事
業
お
よ

び
決
算
報
告
な
ど
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

　

総
会
後
は
同
室
に
お
い

て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
環

境
問
題
や
食
糧
問
題
を
中

心
に
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

見学会の様子（右・田中誠太八尾市長）

有限会社丹陽社
天然乾燥木材と漆喰で
日本の風土に合った家づくり

　

第
２
回
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ロ
ー
タ

ス
つ
む
ぎ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
６
月
24
日
に

八
尾
市
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
八

尾
市
久
宝
寺
３
―
３
―
20
）で
開
か
れ
た
。

大
雨
が
降
る
な
か
約
25
人
が
参
加
。
和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
、
活
動
報
告
、
日
頃

の
紬つ

む
ぎ

の
発
表
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

多
機
能
型
事
業
所
「
紬
」（
八
尾
市
久
宝

寺
３
―
１
―
22
）
に
変
え
て
交
流
会
が
持

た
れ
た
。

　

理
事
長
の
弘
瑛
美
子
さ
ん（
47
）は「
地

域
の
方
々
に
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。

第２回　特定非営利活動法人
ロータスつむぎシンポジウム

活動報告「なんと！　２年経ちました」の様子

志紀産業クラブ大
雨
の
な
か
開
催

一級建築士岡巌さん

伝
統
構
法「
板
倉

創
り
」で
建
て
る

家
・
構
造
見
学
会

全国各地の食材を使いアレンジしたイタリア料
理やネパール料理をお楽しみいただけます。
たくさんのイベントや、各種パーティなどの企
画も予定しております。
ご家族やお友だちをお誘いの上、ぜひご来店く
ださい。

住　　所　大阪八尾市西高安町 2丁目 8番地
営業時間
ランチ　　11：00～ 14：00
ディナー　17：30～ 23：00（L.O.22：00）
上記以外の時間は、喫茶のみとなります。 

定　休　日　毎週火曜日

スタツィオーネ　☎072-999-0136

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

法
人
営
業
部
部
長
木
村
達
也

ト
ー
タ
ル
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

一般財団法人日本国際飢餓対策機構
（ＪＩＦＨ）
　非営利の民間海外協力団体（ＮＧ
Ｏ）として、1981 年以来、世界の貧困・
飢餓問題の解決のために、自立開発協
力、教育支援、緊急支援、海外スタッ
フ派遣などを続けています。最近の緊
急支援活動では、昨年の茨城常総市水
害被災者支援、ネパール大地震被災者
支援など。またバヌアツハリケーン支
援に対して今年１月、ロンズデール大
統領から当機構訪問団に謝辞をいただ
きました。

ハンガーゼロ自販機

2016（平成28）年8月21日（日）
13：00開演（12：30開場）※16:30終演予定
八尾プリズムホール　大ホール
■料金
入場無料
■お問い合わせ
プリズムホールチケットカウンター
TEL　072-924-9999

八尾の伝統文化〝河内音頭〟。ご当地で活躍する音頭とりさんの音頭を、音響の整ったプリズムホー
ルでじっくり聴いて、河内音頭の世界を楽しんでください！
当日は、〝八尾のこども音頭大使〟の音頭もあります。
音頭大使の音頭にあわせて演奏と踊りも子どもたちです。ご期待ください。
■出演者と演目（出演順）
★八尾のこども音頭大使「八尾百選景」より　★橘家栄枝朗「河内十人斬り裏話」
★椿秀水「神崎東下り」　★鳴門家寿美若「初代桂春団治　道頓堀情話」
★西ひとみ「河内十人斬り」　★久乃家勝春「相撲仁義」　★信貴一若「小桜千太郎」 

本場八尾の河内音頭取りによる音頭の競演・響演 !!

河内音頭やおフェスタ

※演奏中の写真撮影（フラッシュ不可）・ビデオ撮影は可能ですが、他のお客様の鑑
賞や移動の妨げになる撮影はご遠慮願います。
※荷物での座席取りはご遠慮いただいております。
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